
東北大学医学部保健学科同窓会会則  
   
第 1章 総則  
  
第 1条 本会は、東北大学医学部保健学科同窓会と称する。  
  
第 2条 本会は、本部を東北大学医学部内におく。  
  
第 3条 本会は、会長の承認を得て部会・支部を結成することができる。  
  
第 2章 目的および事業  
  
第 4条 本会は、会員相互の親睦および研修を図るとともに、東北大学医学部保健学科

の発展に寄与することを目的とする。  
  
第 5条 本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。  

一 会員名簿および会報の発行   

二 講演会その他の会合の開催  

三 保健学の教育および研究の助成  

四 その他本会の目的達成に必要な事項  

  
第 3章 会員  
  
第 6条 本会は、次の者をもって会員とする。  
一 東北大学医学部保健学科または大学院医学系研究科保健学専攻の出身者  

二 東北大学医学部保健学科または大学院医学系研究科保健学専攻の教員もしくは教員

であった者  

三 東北大学医学部保健学科または大学院医学系研究科保健学専攻に在学中の者  四 

その他東北大学医学部保健学科または大学院医学系研究科保健学専攻に関係がある

者で入会を希望する者のうち、本会が認めた者  

  
第 4章 役員  
  
第 7条 本会に、次の役員をおく。  

 会長 1 人  副会長 3人  

 幹事 若干人 

 監事 1 人  

  
第 8条 会長は、役員会において選出し、総会の承認を得なければならない。  

 2 副会長、幹事および監事は、会員のうちから会長が推薦し、総会の承認を得るもの

とする。  



第 9条 会長は、本会を代表し、会務を統轄する。  

2 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する。  

第 10条 幹事は、会務を分掌する。  

第 11条 監事は会務および会計を監査する。  

第 12条 会長は、幹事のうちから常任幹事を指名することができる。  

第 13条 役員の任期は、2年とし、再任を妨げない。  

2 補欠により選任された役員の任期は、前任者の残任期間とする。  

3 役員は、その任期が満了した場合であっても、後任者が選任されるまでは、なおそ     

の職務を行う。  

第 14条 本会の会務を処理するために、事務局を東北大学医学部内におく。  

  
第 5 章 会計  
  
第 15条 本会の会計は、入会金、会費およびその他の収入をもって充てる。  

  

第 16条 本会の会計年度は、毎年 1月 1日に始まり翌年 12月 31 日に終わる。  

  

第 6 章 会議  

  

第 17 条 会議は、定期総会、臨時総会および役員会の 3 種類とし、会長がこれを招集す

る。  

第 18条 定期総会は、原則として、毎年 1回開催し、次の事項を審議する。  

一 本会の事業に関する事項  

二 幹事の選出   

三 監事の選出  

四 その他本会の運営に関する重要事項  

第 19条 臨時総会は、必要なときにひらくことができる。第 20条 

役員会においては、次に掲げる事項を審議する。  

一 総会で委任された事項   

二 総会に付議する事項  

三 会長から諮問された事項  

四 総会を開くいとまがなく、しかも急を要する事項  

2 前項第 4 号に掲げる事項については、必ず次の総会に報告して、承認を得なければ     

ならない。  

3 部会長・支部長は、役員会に出席し、意見を述べることができる。  



第 21条 会議の議事は、出席者の過半数をもって決する。  

 

第 7 章 会則の変更  

  

第 22条 本会則は、総会の議決によらなければ改正することができない。  

  

第 8 章 補則  

  

第 23条 本会則に定めのない事項については、別に定める。  

附則  

本会は、令和 6年 8月 5日から施行する。  


